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⼈⼝変動の特徴1

• ⾼齢化は⼈⼝減少を引き起こしやすい

算出に際して、⼈⼝規模はいずれも2015年の国勢調査による全国⼈⼝，男⼥年齢別⼈⼝構
造は⼈⼝集団Aが1950年，⼈⼝集団Bが2015年の国勢調査、⼈⼝動態率はいずれも2015年
の東京都の年齢別出⽣率，年齢別死亡率，年齢別転⼊率，年齢別転出率を⽤いた。
資料︓国勢調査，⼈⼝動態調査，住⺠基本台帳⼈⼝移動報告



⼈⼝変動の特徴2

• ⼈⼝減少の趨勢は短期的に変わりづらい*
*現在の⽇本の状況を念頭に置いている

出典︓国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所（2018）のp11の図Ⅰ-2-2



⼈⼝変動の特徴3

• ⼈⼝減少の地域差はタイムラグである*
*現在の⽇本の状況を念頭に置いている

出典︓江崎ほか（2013）のp.265の図8

※⼤都市圏は埼⽟、千葉
、東京、神奈川、岐⾩、
愛知、三重、京都、⼤阪
、兵庫、奈良の11都府県
のことで、それ以外の36
道県は⾮⼤都市圏に含ま
れる。
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社⼈研の将来⼈⼝推計1

• 主な特徴

全国と地域別（市区町村、都道府県）に
過去の趨勢を将来に延⻑して推計⼈⼝を作成

国勢調査⼈⼝を基準とし、
5年に⼀度の頻度で改訂される

最新の地域推計は2018年に公表され、
その前は2013年に公表された



社⼈研の将来⼈⼝推計2

• 推計結果の概略

出典︓⼭内（2018）のp.54の表1
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近年の⼈⼝移動傾向1

• 過疎地域をめぐる近年の⼈⼝移動傾向の特徴

①コーホート残留率の低迷

②出⾝者の減少

③⼤都市圏からの転出率の低下

→過疎地域全体では
転出超過と縮⼩再⽣産の傾向が継続



近年の⼈⼝移動傾向2

• コーホート残留率*の低迷
*ここでは出⽣年が同じ⼈⼝集団における

10-14歳時点を100としたときの30-34歳時点の⼈⼝規模のこと

出⽣コーホート 30-34歳に
到達する年次

コーホート残留率

過疎地域 ⾮三⼤都市圏

1980年代前半 2015年 53.9 82.4

1970年代後半 2010年 56.1 84.3

1970年代前半 2005年 56.7 86.1

1960年代後半 2000年 54.6 85.5

1960年代前半 1995年 52.1 84.4

資料︓⼭内（2018）のp.55の表2



近年の⼈⼝移動傾向3

• 出⾝者の減少

出⽣コーホート 30-34歳に
到達する年次

10-14歳時点の⼈⼝

過疎地域 ⾮三⼤都市圏

1980年代前半 2015年 767,400 4,058,679

1970年代後半 2010年 888,058 4,554,718

1970年代前半 2005年 1,017,895 5,114,415

1960年代後半 2000年 1,020,510 4,590,003

1960年代前半 1995年 1,185,003 4,553,683

資料︓⼭内（2018）のp.55の表2



近年の⼈⼝移動傾向4

• ⼤都市からの転出率の低下 出典︓⼭内（2018）のp.56の図
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おわりに1

• 「⽥園回帰」現象の存在と限界

2018年推計における2040年の⼈⼝が2013年推計を上回った過疎地域の
市町村数とそれら市町村の2040年の⼈⼝指数*の平均

*⼈⼝指数は2010年の⼈⼝を100としたときの2040年の⼈⼝

出典︓⼭内（2018）のp.57の表3



おわりに2

• まとめ

⼈⼝減少は全国的な趨勢であり、
⼤都市地域もいずれ急速に⼈⼝減少が進む

過疎地域で「⽥園回帰」現象は確認されるが、
その場合でも⼈⼝減少の趨勢は変わらない
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